
島
村
速
雄
議
員
（
政
和
）

①
職
員

会
議
が
校
長
の
補
助
機
関
と
明
確
化

さ
れ
、
ど
う
変
わ
っ
た
か
。

②
教
員
の
人
事
考
課
制
度
、
勤
務

時
間
適
正
化
、
小
平
市
立
学
校
研
究

推
進
協
力
校
制
度
、
福
祉
体
験
研
修

会
、
す
こ
や
か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
学
校
経
営
協
力
者
制
度
、

教
員
の
車
通
勤
禁
止
の
成
果
は
。

③
国
歌
の
指
導
は
適
切
か
。

④
14
年
度
の
夏
休
み
の
プ
ー
ル
指

導
、
学
校
公
開
週
間
は
ど
う
な
る
か
。

⑤
学
生
ボ
ラ
ン
ティ
ア
の
今
後
は
。

教
育
長

①
校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
が
発
揮
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

②
意
欲
的
な
教
員
が
ふ
え
た
。
き

め
細
か
い
指
導
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
校
内
研
究
が
活
性
化
し
た
。

福
祉
教
育
が
活
発
に
な
っ
た
。
地
域

と
連
携
が
強
ま
っ
た
。
学
校
改
善

に
役
立
て
て
い
る
。
教
員
が
事
故
の

加
害
者
に
な
る
可
能
性
を
減
ら
し
た
。

③
学
習
指
導
要
領
に
即
し
て
い
く
。

④
実
施
期
間
を
変
更
し
た
。
土
曜
、

日
曜
日
に
実
施
を
可
能
に
し
た
。

⑤
授
業
改
善
に
活
用
し
た
い
。

立
花
2
一
議
員
（
公
ク
）

子
ど
も

読
書
活
動
推
進
法
の
成
立
に
よ
り
、

読
書
活
動
の
推
進
や
、
意
識
啓
発
に

つ
な
が
る
と
期
待
し
て
い
る
が
、

今
後
の
方
針
は
。

②
警
視
庁
O
B
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
パ
ト
ロ
ー
ル
「
シ
ル
バ
ー
ポ
リ

ス
」
の
活
動
の
現
状
と
、
行
政
、
学

校
と
の
連
携
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

教
育
長

①
校
内
に
お
い
て
は
、
月

に
1
回
の
安
全
指
導
日
等
で
指
導
し

て
お
り
、
校
外
で
は
P
T
A
等
に
よ

り
交
通
安
全
対
策
や
パ
ト
ロ
ー
ル
等

に
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
。
今

後
と
も
充
実
に
努
め
た
い
。

②
見
回
り
や
事
件
、
事
故
、
不
審

者
等
の
情
報
の
通
報
、
学
校
公
開
週

間
開
催
日
に
お
け
る
校
内
パ
ト
ロ
ー

ル
等
に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

関
根
　
玲
議
員
（
フ
ォ
）

子
ど
も

の
安
全
に
つ
い
て
の
危
機
感
が
市
内

で
も
高
ま
っ
て
い
る
。
実
際
、
ど
の

よ
う
に
対
処
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か

ら
な
い
ま
ま
、
不
安
を
抱
え
て
い
る

保
護
者
や
子
ど
も
た
ち
自
身
に
対
し
、

市
は
何
を
し
て
い
く
べ
き
か
、
い
ろ

い
ろ
な
視
点
か
ら
問
い
た
い
。

①
学
校
内
・
外
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

安
全
に
つ
い
て
子
ど
も
た
ち
に
直
接

啓
発
す
る
た
め
に
、
広
報
活
動
を
含

め
、
市
が
現
在
行
っ
て
い
る
対
策
と

苗
村
洋
子
議
員
（
緑
ネ
）

①
ふ
れ

あ
い
下
水
道
館
で
学
習
講
座
が
開
か

れ
て
い
る
が
、
活
用
状
況
は
。

②
環
境
に
関
し
て
の
学
習
や
N
P

O
が
活
動
で
き
る
よ
う
な
機
能
を
持

た
せ
た
ら
ど
う
か
。

③
ふ
れ
あ
い
下
水
道
館
を
環
境
学

習
の
中
心
拠
点
と
す
る
こ
と
を
提
案

す
る
が
ど
う
か
。

市
長

①
年
に
12
回
の
講
座
を
開
催

し
て
お
り
、
平
成
13
年
度
は
こ
れ
ま

で
に
599
人
が
参
加
し
て
い
る
。
講
座

の
内
容
は
水
環
境
に
つ
い
て
の
学
習

や
季
節
に
合
わ
せ
た
工
作
等
で
あ
る
。

②
学
習
の
範
囲
等
の
拡
大
に
つ
い

て
は
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
N
P
O
が
活
動
で
き

る
機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
は
、
現
状

で
は
課
題
が
多
い
と
考
え
て
い
る
。

③
使
用
頻
度
の
面
で
中
心
拠
点
の

一
つ
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

理
解
を
得
た
上
で
実
施
す
べ
き
と
の

留
意
点
も
付
さ
れ
て
お
り
、
内
容
を

踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

②
有
料
化
は
サ
ー
ビ
ス
の
公
平
性

を
確
保
す
る
と
い
う
考
え
方
か
ら
出

て
い
る
も
の
で
、
負
担
の
適
正
化
が

図
ら
れ
る
と
受
け
と
め
て
い
る
。

③
現
在
、
他
市
の
状
況
等
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
日
程

等
は
決
め
て
い
な
い
。
効
果
の
予
測

等
も
行
っ
て
い
な
い
が
、
他
市
で
は

減
量
効
果
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

立
花
2
一
議
員
（
公
ク
）

市
民
の

利
便
性
、
環
境
保
全
、
渋
滞
緩
和
と

い
う
点
か
ら
、
自
転
車
利
用
促
進
の

た
め
の
環
境
整
備
が
必
要
と
思
う
が
、

①
自
転
車
利
用
の
促
進
を
ど
う
と

ら
え
て
い
る
か
。

②
自
転
車
で
の
事
故
の
危
険
が
増

し
て
い
る
現
状
の
認
識
は
。
自
転
車

専
用
道
路
の
計
画
は
で
き
な
い
か
。

③
放
置
自
転
車
及
び
自
転
車
駐
車

場
の
現
状
と
対
策
は
。

④
駅
な
ど
に
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め

の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
利
用
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

市
長

①
小
平
市
環
境
審
議
会
で
の

議
論
も
踏
ま
え
、
検
討
し
た
い
。

②
厳
し
い
状
況
と
認
識
し
て
い
る
。

現
時
点
で
は
専
用
道
路
は
考
え
て
い

な
い
が
、
安
全
に
配
慮
し
た
道
路
づ

く
り
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

③
放
置
自
転
車
の
数
は
3
千
46
台
、

自
転
車
駐
車
場
は
33
か
所
、
収
容
台

数
2
万
百
80
台
で
あ
る
。
撤
去
の
強

化
等
を
図
る
と
と
も
に
、
マ
ナ
ー
等

の
P
R
に
も
努
め
て
い
き
た
い
。

④
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

①
今
後
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

②
学
校
等
で
の
朝
の
読
書
、
読
み

聞
か
せ
の
推
進
の
現
状
と
反
響
は
。

③
子
ど
も
読
書
の
日
が
4
月
23
日

に
定
め
ら
れ
た
が
市
の
取
り
組
み
は
。

④
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
検
討
状
況

と
、
先
進
自
治
体
の
分
析
は
ど
う
か
。

教
育
長

①
推
進
計
画
の
策
定
に
努

め
る
こ
と
に
な
る
。

②
朝
の
読
書
は
多
く
の
小
・
中
学

校
で
実
施
し
て
お
り
、
読
書
意
欲
が

向
上
し
て
い
る
。
小
学
校
で
の
読
み

聞
か
せ
は
、
子
ど
も
た
ち
が
新
鮮
な

気
持
ち
で
聞
く
姿
勢
が
見
ら
れ
、
図

書
館
で
も
好
評
で
あ
る
。

③
今
後
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

市
長

④
優
良
図
書
リ
ス
ト
な
ど
の

配
布
を
考
え
た
い
。
先
進
自
治
体
に

つ
い
て
は
研
究
し
て
い
き
た
い
。

鴨
打
喜
久
男
議
員
（
政
和
）

①
家

庭
ご
み
処
理
費
用
に
つ
い
て
市
民
に

相
応
の
負
担
を
求
め
る
べ
き
と
の
答

申
が
出
て
い
る
が
、
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
家
庭
ご
み
有
料
化
反
対
の
意

見
が
多
い
。
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

②
税
の
二
重
取
り
で
あ
る
と
い
う

批
判
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

③
実
施
時
期
、
準
備
の
日
程
は
ど

う
検
討
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
有

料
化
を
実
施
し
た
場
合
の
収
入
や
ご

み
減
量
等
の
効
果
の
予
想
は
。

市
長

①
答
申
で
は
市
民
の
十
分
な

高
橋
　
勇
議
員
（
フ
ォ
）

①
地
域

セ
ン
タ
ー
を
20
館
建
設
す
る
と
の
判

断
は
い
つ
ご
ろ
行
っ
た
の
か
。
数
の

原
　
邦
彦
議
員
（
公
ク
）

大
阪
府

八
尾
市
で
は
、
聴
覚
・
言
語
障
害
者

が
災
害
時
に
救
助
を
呼
べ
る
よ
う
、

ホ
イ
ッ
ス
ル
の
無
料
支
給
を
始
め
た

と
聞
く
。
重
度
障
害
者
は
希
望
者
全

員
に
、
そ
の
他
ひ
と
り
暮
ら
し
等
災

害
時
に
不
安
を
感
じ
る
人
に
も
支
給

す
る
制
度
と
な
っ
て
い
る
。
小
平
市

で
同
種
の
事
業
を
行
う
考
え
は
な
い

か
。
ま
た
現
在
、
聴
覚
・
言
語
障
害

者
や
ひ
と
り
暮
ら
し
で
災
害
時
に
不

安
を
感
じ
る
人
へ
の
支
援
策
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て
い
る
か
。

市
長

災
害
時
の
迅
速
な
救
護
援
護

体
制
確
立
の
た
め
、
情
報
提
供
を
承

諾
し
た
障
害
者
に
つ
い
て
、
小
平
消

防
署
と
民
生
委
員
に
把
握
し
て
も
ら

っ
て
い
る
。
ま
た
、
携
帯
用
会
話
補

助
装
置
や
聴
覚
障
害
者
用
通
信
装
置

の
給
付
に
あ
わ
せ
、
フ
ァ
ク
ス
で
119

番
に
通
話
す
る
と
東
京
消
防
庁
に
登

録
し
た
緊
急
協
力
員
に
連
絡
さ
れ
る

シ
ス
テ
ム
等
を
導
入
し
て
い
る
。
今

後
も
施
策
の
充
実
を
図
り
た
い
。
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宮
Q
照
夫
議
員
（
政
和
）

①
都
道
、

市
道
へ
の
公
共
物
の
設
置
、
地
下
埋

設
許
可
に
は
ル
ー
ル
が
あ
る
と
思
う

が
基
準
は
。
ど
の
よ
う
な
事
前
協
議

が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。
同
じ
箇
所

の
掘
削
等
は
な
か
っ
た
か
。
道
路
切

断
に
よ
る
埋
め
戻
し
工
事
の
基
準
は
。

②
新
小
金
井
街
道
の
歩
道
が
一
度

も
使
用
し
な
い
う
ち
に
切
断
、
掘
削
、

木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）

①
た

か
の
街
道
の
歩
道
整
備
計
画
に
つ
い

て
の
基
本
的
な
考
え
、
方
針
は
。

斉
藤
　
進
議
員
（
フ
ォ
）

青
梅
街

道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
要
請
し
て

き
た
結
果
、
青
梅
街
道
駅
以
西
は
工

事
が
始
ま
っ
た
が
、
仲
町
、
天
神
町

付
近
は
平
成
17
年
度
か
ら
平
成
21
年

度
に
か
け
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進

め
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

狭
く
て
危
険
な
た
め
、
歩
行
者
を
初

め
、
自
転
車
、
車
い
す
、
ベ
ビ
ー
カ

ー
等
が
通
行
困
難
な
仲
町
、
天
神
町

付
近
の
歩
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

一
刻
も
早
く
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

今
ま
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
計
画
実
施

の
前
倒
し
を
要
請
し
て
き
た
が
、
そ

の
後
の
変
化
は
ど
う
か
。

市
長

早
期
実
現
の
必
要
性
に
つ
い

て
は
承
知
し
て
お
り
、
都
に
前
倒
し

の
検
討
を
要
請
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
も
早
期
着
手
に
向
け
て
、
さ
ら

な
る
要
請
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

②
空
地
等
建
築
物
の
な
い
箇
所
か

ら
拡
幅
用
地
確
保
に
着
手
す
べ
き
と

考
え
る
が
現
状
は
ど
う
か
。

③
信
号
機
、
電
柱
等
の
移
設
は
関

係
者
の
協
議
が
必
要
だ
が
、
ど
こ
ま

で
進
ん
で
い
る
か
。

④
拡
幅
等
の
整
備
は
待
つ
と
し
て

も
、
当
面
の
交
通
安
全
対
策
が
必
要

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長

①
現
状
の
幅
員
で
の
整
備
を

視
野
に
入
れ
、
財
政
状
況
を
見
き
わ

め
つ
つ
検
討
し
て
い
き
た
い
。

②
団
地
が
所
有
す
る
広
場
に
つ
い

て
、
団
地
役
員
に
一
部
を
歩
道
と
し

て
活
用
で
き
な
い
か
お
願
い
し
た
。

③
信
号
機
移
設
は
引
き
続
き
小
平

警
察
署
に
要
請
す
る
。
電
柱
等
は
協

議
が
難
航
し
て
お
り
、
道
路
改
善
の

際
に
移
設
等
を
含
め
研
究
し
た
い
。

④
歩
道
上
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
等
は

で
き
る
限
り
移
設
し
て
お
り
、
今
後

も
可
能
な
も
の
は
順
次
対
応
し
た
い
。

埋
設
、
埋
め
戻
し
工
事
が
行
わ
れ
た

が
、
ど
う
理
解
し
て
い
る
か
。

市
長

①
小
平
市
道
占
用
規
則
で
定

め
て
お
り
、
年
4
回
開
催
さ
れ
る
道

路
調
整
会
議
で
協
議
、
調
整
を
行
っ

て
い
る
。
舗
装
の
分
類
に
応
じ
掘
削

禁
止
期
間
が
決
め
ら
れ
て
い
る
が
、

道
路
管
理
者
が
認
め
た
と
き
は
こ
の

限
り
で
な
い
。
埋
め
戻
し
の
基
準
は

小
平
市
道
路
占
用
工
事
要
綱
に
明
記

し
て
い
る
。
都
道
に
お
い
て
も
道
路

占
用
工
事
要
綱
に
基
づ
き
、
市
と
同

様
に
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

②
都
の
追
加
工
事
に
市
と
し
て
対

応
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
、
今
後

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
密

な
調
整
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

宮
Q
照
夫
議
員
（
政
和
）

多
様
化

す
る
市
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や
、
健

康
増
進
を
図
る
こ
と
か
ら
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
等
の
確
保
が
必
要
と
思
う
が
、

①
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
の
土
・
日
曜
の

使
用
の
実
態
は
。

②
民
間
施
設
の
借
り
上
げ
に
つ
い

て
、
ピ
ー
ク
時
に
対
し
現
状
は
。

③
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
か
ら
民
間
施

設
借
り
上
げ
要
望
は
来
て
い
る
の
か
。

④
学
校
施
設
の
地
域
へ
の
開
放
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

⑤
健
康
寿
命
の
対
策
が
必
要
と
思

う
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
長

①
利
用
率
は
86
・
1
％
で
、

有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

②
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

等
い
ず
れ
も
減
少
し
て
い
る
。

③
特
に
聞
い
て
い
な
い
。

④
地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
場
と
し

て
活
用
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

市
長

⑤
健
康
面
の
諸
事
業
の
充
実

や
利
用
し
や
す
い
施
設
開
放
等
に
努

め
て
い
き
た
い
。

道
　
路

防
　
災

改
善
が
望
ま
れ
る
た
か
の
街
道
歩
道

公
　
共
　
施
　
設

中央公園グラウンド

環　境

公　害

ふれあい下水道館

交
　
通
　
安
　
全

教　育

文　化

春のサイクリングロード

w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w

一般質問

▲

根
拠
は
。
残
り
3
館
の
目
標
年
次
は
。

②
1
館
建
設
に
要
す
る
経
費
は
。

ま
た
維
持
管
理
費
と
人
件
費
は
。

③
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
た
め
の
基
金

の
状
況
は
。
プ
ー
ル
す
べ
き
額
は
。

④
市
土
地
開
発
公
社
の
長
期
保
有

土
地
に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

⑤
構
想
の
再
検
討
が
必
要
で
は
。

市
長

①
新
長
期
総
合
計
画
・
前
期

基
本
計
画
等
を
あ
わ
せ
て
20
館
構
想

を
示
し
た
。
次
期
の
長
期
総
合
計
画

策
定
の
際
に
検
討
し
た
い
。

②
最
近
の
例
で
は
、
用
地
・
建
築

費
合
計
で
約
5
億
4
千
万
円
で
、
1

館
の
平
均
維
持
管
理
費
約
4
百
60
万

円
、
人
件
費
約
7
百
30
万
円
で
あ
る
。

③
公
共
施
設
整
備
基
金
が
あ
る
が

十
分
で
は
な
い
。

④
解
消
に
努
め
た
い
。

⑤
計
画
等
を
踏
ま
え
対
応
し
た
い
。

子
ど
も
の
安
全

災
害
時
の
救
助
用
ホ
イ
ッ
ス
ル

支
給
事
業
を
行
う
考
え
は

市

民

が

使

え
る

グ
ラ
ウ
ン
ド
等
の
確
保

家
庭
ご
み
有
料
化
の

問
題
点
と
効
果

ふ
れ
あ
い
下
水
道
館
を

環
境
学
習
・
活
動
の
拠
点
に

青
梅
街
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

前

倒

し

で

き

な

い

か

公
共
物
、地
下
埋
設
物
等
の

事

前

協

議

た
か
の
街
道
通
行
の
歩
行
者
、

自
転
車
の
安
全
を
守
る
対
策
を

地
域
セ
ン
タ
ー

20
館
構
想
の
再
考
を

子

ど

も

の

読
書
活
動
の
推
進

さ
ま
ざ
ま
な
教
育
改
革
を

検

証

す

る

地
球
環
境
に
優
し
い
自
転
車
を

利
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を


